




経済研究所 / Institute of Developing








































『アジア経済』 XX-8 (1979. 8) 






































( d 1 ) ）：抑止庁、：：『立て汗、 'ii,1;" IC 1;i751ド；b～ ソウ
ん 10～l l＇、 ゾ（i'>le二要＿1¥ta'( .c: I , 
（［ヒ 2）経 1与（ic,[il Fよ「） •}J'.;d, ，削；1 :•.')'. I1971 i(!ムソ
ウ v 58 ～ーン p
( I七：-l) 仲同＇I‘れ怜H:m｛－， 『事－H；－，；五日11；比alJ;J77 :f 
1ι ソ lノノ :io～：uヘ Yo  
( i I:•1 ) I 1/i'{ tiふ；，「，l，糸 i10～ l I '>o 
( /I：九） g'.i朴、「行r,.I↑Ii i長ι「，： ,. ' : :', f、本レt%1t. U 





































































































































































































































































































































































































































































2{!7060/J I ', 
総輸出高（ドル）























































一－67 69 , 71 73 ＼ ’ヲー ’7’7 id II 




























































(I+. 1) A•縛長糸会『車産闘 E民業史』ソウノレ 1963年
8ベージ。
〈注 2) ｜司上書 12ベージ。
C＇仁川 韓国経済開発研究内i向車trJ食住ノ経済的考
明』ソウル 1965年 28, 29ベーンe
(14) 韓国農林部『韓国主業 Fn/,況十展望』ソウ
il 1968年 巻末主要統計Jてをム i:0 
（注 5) 大緯蚕糸会『緯凶・…・・』 13ベージ。




( t 9〕 岡上書巻末統什。
れと10) 各績の養蚕振興’j;;(i_にー川、 c: t, l,i) J二書
I lぺ d および韓国経済開発研だ川 市i陪窪田～73
バ 〆 Eみよ。
( iL11) 韓国生糸輸出組 i；－『製糸絞J年報』 1970年
）似 ソウノレ 20ベーシ。
（法12) 第 l次蚕業噌産5カ年目十闘の概要に ／） L、て
は，車軍国農林部 補H易書 21～25ベージをみよ。
（社：13) 問 i二議 26, 27ベージ。
（注14) 向上高巻末統計。












197:.'～1976』ソウノレ 1971年 37, 38，ζージ。
（辻22) 農林省『葡糸価将安定制度六十年史下巻』
東京 1978年 1868ベージ。































(it 25) 隣同生糸輸出組合 詰ij局者 1977年店長 32 
～：15ベジ。













































年！支｜ 極 類 生座長kg／桁i指 ！数
1900 水原種 1.5 I()() 
1910 ウソク コ－8 187 
1920 l l X '14 :1,5 2:1:1 
1940 111xq110g -1. I 27:1 
1962 ?f l長xソ腸 5.:l :15:¥ 
l9fi6 蚕1OlX蚕102 6.1 407 
1968 蚕103X蚕104 6.9 461) 
1971 蚕107×蚕108 7.4 497 
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年 度 I（す宏九） I i誌価指数！（；主主kg)
1960 I一元一 r- ;;- r －… 
1961 I 95 12R , 146 
｜ー｜ー I 156 
1963 I 111 i 1田 I 194 




























































































































とうもろこし i4,126 I 2.ss1 I 88 I 328 
さつまいも I10,176 I 1,s21 I 131 I 574 
じゃがいも｜ 9,426 I 4,888 I 1似4 I 470 
9 んご I21,347 I s,040川 456 I 176 
米 I11,862 I 8,866 I 136.61 651 
大 室長 I4,826 I 2,976 I 97.制 304
裸麦 I4,965 I 2,734 I 98.到 278
小麦： 3,477I 1,11s I 98.割 180
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〔1JJO) 行（汗五三 lli•IP,4「it』t経／i'i'Xri'¥".1962～ 1973』 ソ
ウ～ 1974;1 7ベーン。
Ull1〕 l、’Z:I( 'Jl「怯：同ノ経済発展 f五，yJ'.'J C『城
v1f経済c;:;:J.1治7をお l,; 1971守一 262< ジ）。
〔1七12) 氏丘tY: •, li ?J,i'内完z「1,:・ ＇・、： 1;, k料{i糸
今『~：f I l、1 ・ ・.fl h5～72・ ：.を lιι。
お 1）りに
繭減産：の到来 ー
これまで韓国養蚕業の成長プロセスとその要因
を検討することに上って，緯国の養蚕業が世界第
干寺院議 _Bj:業の展開と~増産の嬰関
:i位の繭生産国に発展し，その製品のほとんどが
Ii本に仕向けられている輸出農業であることを知
らことができfこ。
しかし成長一路をつづけてきた韓国養蚕業は
197'1年のH本による生糸輸入規制によって反転
し，繭f生産量は急に孫込む様相をみせている。
こんごの韓国養蚕業がどのように展開するかは
先に成長要因として指摘した，①生産基盤拡充や
肢術の向上，＠市場拡張，③農家の収益性などの
諸問題の検討をお！Ji釦こ必要とする。しかし対日生
糸輸出クオーク一分の国内臨も確保できなL、 ~1＇今
の状態は，韓国養蚕業が構造的衰退期に突入した
との説を裏付けるもので，転換点にあ石こ土 l士M
人も再定できなL、のである。
このような急速な韓国養蚕業の衰退は養蚕農民
に大きな影響を与えるとどになろう。全国養蚕収
入額 G57億ウォン， 1戸当りでは13万5000ウォン
。、ずれも1976年〕の現金収入をもたらす副業的な
営農分野は養蚕業をおいてありえないし，工業化
の進展にともなう兼業収入の増加も安定性に欠け
て当1f¥1の施策には伝りえないとみられるからであ
ゐ。
それだけに養蚕業衰退の深刻性は今後絹関係の
加工業者にも現われることになろう。これらの加
工業種は低廉なる雨量国内供給があったため197G年
段階では2億3000万ドルの輪出を日本などにおこ
なったが，今後は繭不足によって従来の輸出実韻
は困難とみられる。したがって製糸業（60工均，
I万2000人の労働者を擁する）や 5万人相当の労働
者からなる絹織物業界は，これらの流通業者と ξ
もに戯しい企業環境に直面するこ左になろう。
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